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研究シーズ概要 

日常生活の中には騒音が多く存在している。その

中でも耳障りな交通騒音や歯科治療音は人に強い不

快感を与え、問題となっている。本研究シーズでは、

不快な騒音に対して不快感低減と快音化を実現す

る。具体的には、ピーク周波数（耳障りな高い音）を

もつ騒音に対して聴覚マスキングに基づき不快感低

減音を生成し、代表的な快音である楽曲を騒音の特

性に応じて自動作曲することで快音を生成する。騒

音を分析し、不快感低減音と快音をスピーカより放

射することで、換気時における窓からの騒音問題などを解決できる。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

◆音に関する研究シーズを企業あるいは自治体のニーズに合わせて提供し、共同研

究もしくは委託研究の形式で問題解決を解決する、あるいは共同研究によって新商

品を開発し、それに伴う特許出願を共同で行う。 

◆委託研究の形式で音に関する調査、試験、実験等を請け負う。 

◆音の計測、出力、設計に関する技術指導、もしくは技術講習会を行う。 

用途・効果 

・市場 

音に関する市場は非常に大きく、騒音問題の解決は QOLを高める上で非常に重要

である。また、騒音問題は、様々な場所で発生するため、その市場規模は非常に大

きい。本技術は科研費の挑戦的研究（萌芽）にも採択された経緯があり、多くの研

究成果を学会で発表し、学術論文にも採録されている。 
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